
2023 年結核年報の概況 

新登録結核患者数と罹患率 

2023 年の新登録結核患者数は 10,096 人で，2022 年より 139 人(1.4%)の減少であった。 

結核罹患率(人口 10 万人対)は 8.1 で，2022 年より 0.1 減少した。 

日本の結核罹患率は、2021 年に 9.2 と結核低蔓延国の水準(罹患率 10.0 以下)を達成し、

2023 年も低蔓延国水準を維持している。 

 

 新登録結核患者の性・年齢分布 

新登録結核患者の年齢分布は高齢者層に偏っている。 

20 歳代に外国出生結核患者の影響による小さなピークがみられる。 

性別の新登録患者数は、男 5,924 人、女 4,172 人で、男は女の 1.4 倍となっている。 



高齢者結核 

2023 年の新登録結核患者のうち，65 歳以上の数は 6,740 人であった。 

これは，新登録結核患者数全体のうちの割合で 66.8%を占めている。 

80 歳以上の数は 4,329 人で全体の 42.9%であった。 



 

新登録結核患者の地理的分布 

47 都道府県のうち、43 の都道府県が結核低蔓延の水準である結核罹患率 10 を下回った。 

罹患率が最も低かったのは岩手県の 3.6 であった。 

最も高かったのは大阪府の 13.1 であった。 



 



 

  

外国出生結核患者 

外国出生新登録結核患者数は 1,619 人で，2022 年の 1,214 人から 405 人増加した。 

新登録結核患者総数のうち外国出生患者が占める割合は 16.0%で、20 歳代では 84.8%に逹

した。 

外国出生新登録結核患者の出生国はフィリピンが最多で，以下，ベトナム，インドネシア，

ネパール，ミャンマー, 中国となった。 



 



 



 
薬剤耐性 

2023 年の新登録培養陽性肺結核患者 5,515 人のうち，イソニアジド(INH)、リファンピシ

ン(RFP)両剤の薬剤感受性結果が判明したのは 4,526 人（82.1％）であった。 

この新登録肺結核患者で感受性検査結果判明者 4,526人のうち，INH耐性は 254人で 5.6％，

RFP 耐性は 52 人で 1.1％，INH と RFP 両剤耐性（MDR）は 35 人で 0.8％であった。 

治療歴別では、初回治療 4,313 人*での INH 耐性は 5.3％（230 人）、RFP 耐性は 1.0％（41

人），MDR は 0.6％（26 人）、再治療 155 人*については INH 耐性が 12.9％（20 人），RFP

耐性が 5.8％（9 人），MDR が 4.5％（7 人）であった。 

(*他に治療歴不明の者が 58 人いる) 

  



 

  



 

治療成績 

2023 年末時点における、2022 年新登録結核患者 10,216 人の治療成績は、治癒 18.9%、治

療完了 45.9%、死亡 27.0%、失敗 0.1%、脱落・中断 1.9%、転出 1.6%、治療中 4.3%、不

明 0.2%であった。治癒および治療完了を合わせた治療成功の割合は 64.9%であった。 

2023 年末時点における、2021 年の新登録結核患者のうち INH および RFP 両剤が耐性であ

る多剤耐性結核患者 50 人の治療成績は、治療成功 62.0%、死亡 16.0%、失敗 0.0%、治療

中断 4.0%、転出 6.0%、治療中 12.0%、不明 0.0%であった。 



 



 

潜在性結核感染症要治療者 

2023 年の新登録潜在性結核感染症要治療者数は 5,033 人であった。 

そのうち日本出生者は 4,002 人(79.5%)、外国出生者は 911 人(18.1%)、不明 120 人(2.4%)

であった。 

年齢階級別では、60 歳以上が 2,481 人(49.3%)、40～59 歳が 1,070 人(21.3%)、20～39 歳

が 1,060 人(21.1%)、0～19 歳が 422 人(8.4%)であった。 



 



 

  

 


